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市民の宝　輝く瞳市民の宝　輝く瞳
団団
だんだん
子子
ごご
のの木木

きき
飾飾
かざかざ
りり

放課後子ども教室わくわくキッズさべり放課後子ども教室わくわくキッズさべり
　１月15日、山辺里小学校の１年生から３年生の13人　１月15日、山辺里小学校の１年生から３年生の13人
で、今年で４年目となる団子の木飾りを行いました。で、今年で４年目となる団子の木飾りを行いました。
　子どもたちからは、「団子を丸くして、粉に転がす　子どもたちからは、「団子を丸くして、粉に転がす
のが楽しかった」「木の高いところに飾るのが面白かっのが楽しかった」「木の高いところに飾るのが面白かっ
た」などの感想でした。た」などの感想でした。
　豊作や火伏せが縁起の団子の木、健やかな子どもの　豊作や火伏せが縁起の団子の木、健やかな子どもの
成長を願い、小正月をめでたく彩りました。成長を願い、小正月をめでたく彩りました。



令和４年２月15日発行　第67号

（2）むらかみ市議会だより

問 

消
防
団
の
組
織
再
編
の
内
容

は
。答 

現
在
、
集
落
ご
と
に
部
と

な
っ
て
い
る
が
、
人
口
減
少
等
に

伴
い
、
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状

況
が
あ
る
。
部
を
一
部
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
防
団
の
活
動

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
考
え
て

い
る
。
再
編
の
在
り
方
に
つ
い
て

問 

第
２
次
総
合
計
画
で
も
大
規

模
修
繕
や
建
て
替
え
を
検
討
す
る

と
な
っ
て
い
た
火
葬
場
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答 

大
規
模
改
修
と
い
う
よ
り
は

建
て
替
え
の
方
向
性
で
考
え
て
い

る
。
現
在
の
３
施
設
を
１
カ
所
に

す
る
の
か
、
２
カ
所
に
す
る
の
か

は
今
後
、
議
論
を
進
め
る
必
要
が

問 

土
地
利
用
構
想
で
は
、
山
北

地
域
の
府
屋
と
勝
木
の
両
集
落
で
、

サ
ー
ビ
ス
が
集
積
し
た
エ
リ
ア
を

「
北
部
拠
点
地
域
」
と
す
る
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構

想
か
。

答 

２
集
落
に
は
、
行
政
機
能
が

集
積
し
て
い
る
た
め
、
拠
点
性
を

発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

木村貞雄議員 尾形修平議員

本間善和議員

い
と
考
え
て
い
る
。
既
存
の
資
源

を
磨
き
上
げ
、
必
要
で
あ
れ
ば
追

加
し
て
い
く
。
ま
た
、
点
在
す
る

集
落
の
ア
ク
セ
ス
を
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。
既
存
の
施
設
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
り
た
い
。

問 

防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
、

通
学
路
や
横
断
歩
道
に
照
明
機
能

を
兼
ね
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答 

公
共
の
利
益
と
個
人
の
利
益

の
両
者
を
考
え
る
と
悩
ま
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
有
効
な
こ
と
は

十
分
理
解
で
き
る
た
め
、
検
証
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

は
、
消
防
団
が
主
体
と
な
っ
て
検

討
し
て
お
り
、
来
年
の
３
月
ま
で

の
再
編
に
向
け
て
調
整
中
で
あ
る
。

問 

消
防
団
員
の
報
酬
や
出
動
手

当
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し

て
算
定
さ
れ
て
い
る
額
よ
り
も
、

団
員
へ
支
給
さ
れ
る
額
が
下
回
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
消
防
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

国
か
ら
は
、
１
人
当
た
り
年

間
３
万
６
５
０
０
円
を
支
給
す
る

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口

10
万
人
当
た
り
団
員
数
の
基
準
が

少
な
い
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
額
で
は
か
な
り
不
足
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

あ
る
。

問 

空
き
家
対
策
条
例
が
平
成
25

年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
後

の
対
応
状
況
は
。

答 

現
在
ま
で
に
、
市
民
の
方
か

ら
３
６
４
件
の
苦
情
・
情
報
提
供

が
あ
り
、
そ
の
内
65
件
の
解
体
・

取
り
壊
し
が
完
了
し
て
い
る
。

問 

管
理
不
全
な
空
き
家
の
所
有

者
に
指
導
・
助
言
は
行
っ
て
い
る

が
、
勧
告
そ
し
て
命
令
と
さ
ら
な

る
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
。

答 

現
在
ま
で
に
、
勧
告
等
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
再
度
点
検
を

重
ね
、
条
例
に
則
し
た
段
階
を
踏

ん
で
い
き
た
い
。

基本構想を審議基本構想を審議
第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を
審
議

　

12
月
定
例
会
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
が
３
年
度
末
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
４
年
度
～
８
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
第
３
次
総
合
計
画
の
基
礎
部
分
と
な
る
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
「
総
合
計
画
」
は
、
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
市
民
の
豊
か

で
安
全
安
心
な
暮
ら
し
や
市
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
人
口
減
少
対

策
や
行
政
運
営
へ
の
取
り
組
み
を
含
め
た
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
運

営
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　

第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
「
笑
顔
の

ま
ち
」
の
将
来
像
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
さ
ら
な
る
活
力
を
持
っ
て
本

市
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
強
い
意
志
や
理
想
を
込
め
て
、

『
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
ま
ち
村
上
』
を
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
い
ま
す
。

※
質
疑
の
原
稿
は
、
質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



令和４年２月15日発行　第67号

（3） むらかみ市議会だより

問 

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

減
少
を
食
い
止
め
る
政
策
が
重
要

と
な
る
が
、
人
口
が
あ
る
程
度
減

る
の
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と

だ
と
思
う
。
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
政
策
を
進
め
る
上
で
、
住
民

の
意
識
改
革
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答 

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思

う
。
人
口
が
減
少
す
る
社
会
で
は

問 

本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

が
、
最
も
求
め
ら
れ
る
住
民
自
治

が
基
本
構
想
か
ら
読
み
取
れ
な
い
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
を
は
じ
め
、
市

民
の
理
解
と
知
恵
を
借
り
な
く
て

は
進
め
ら
れ
な
い
事
業
が
多
い
。

今
後
、
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の

中
で
住
民
自
治
が
い
か
に
大
切
か

問 

市
民
等
に
対
す
る
総
合
計
画

の
周
知
方
法
は
。

答 

概
要
版
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
報
で
の
周
知
を
考
え

て
い
る
。

問 

総
合
計
画
の
進
捗
管
理
は
。

答 

既
存
の
進
捗
検
討
会
議
に
策

定
審
議
会
の
委
員
を
加
え
て
進
捗

管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

令
和
３
年
10
月
１
日
～
21
日

ま
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
が
、

市
民
か
ら
の
意
見
が
一
つ
も
な

か
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
な
結
果

で
あ
る
。
５
年
に
一
度
の
大
事
な

総
合
計
画
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
計
画
は
、
村
上
商
工
会
議
所

青
年
部
や
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

長谷川孝議員 佐藤重陽議員

上村正朗議員姫路　敏議員

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
活

動
し
て
い
る
団
体
に
意
見
を
求
め

て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答 

広
く
多
く
の
方
々
に
意
見
を

求
め
て
い
く
仕
組
み
を
研
究
し
て

い
く
。

問 

先
に
述
べ
た
団
体
に
は
30
歳

代
と
若
い
方
も
多
く
、
そ
こ
か
ら

の
意
見
も
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
計
画
は
今
後
、
実
施
計
画
、

財
政
計
画
と
続
い
て
い
く
と
思
う

が
、
そ
こ
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
求
め
る
の
か
。

答 

こ
れ
か
ら
検
討
を
す
る
。
中

期
財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は

公
表
し
て
い
く
。

あ
る
が
、
そ
こ
に
ど
う
向
き
合
い
、

持
続
す
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

か
が
重
要
と
な
る
。
人
口
減
少
の

仕
方
の
部
分
で
あ
る
が
、
本
市
は

75
歳
以
上
の
方
を
含
め
て
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
し
て
い

く
社
会
の
中
で
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
進
め
る
と

と
も
に
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
※
）
型

の
企
業
誘
致
も
効
果
的
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携
を
進
め
て
お
り
、
若
い
世

代
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

と
い
う
こ
と
を
市
民
に
訴
え
な
が

ら
事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
、
行
政
、
議
会
が
一
緒
に
進

め
る
本
市
の
住
民
自
治
の
在
り
方

を
模
索
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

議
員
ご
指
摘
の
、
市
民
の
皆

さ
ま
も
主
体
的
に
取
り
組
め
る
行

政
運
営
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

市
の
現
状
、
デ
ー
タ
は
こ
う
い
う

状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
可
視

化
し
て
い
き
、
見
え
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
基
本
構
想
、

基
本
計
画
を
ベ
ー
ス
に
し
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
。

問 

実
施
計
画
と
財
政
計
画
の
策

定
時
期
は
。

答 

実
施
計
画
は
年
度
内
に
策
定

し
た
い
。
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、

中
期
財
政
収
支
見
通
し
を
策
定
中

で
あ
り
、
公
表
し
て
い
き
た
い
。

問 

地
域
内
分
権
や
市
民
参
加
の

観
点
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
市
民

参
加
の
仕
組
み
と
し
て
有
効
に
機

能
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

デ
ジ
タ
ル
基
本
方
針
で
は
個

人
情
報
保
護
の
観
点
が
弱
い
の
で

は
な
い
か
。

答 

個
人
情
報
保
護
は
当
然
の
こ

と
と
し
て
重
視
し
て
い
き
た
い
。

第３次総合計画第３次総合計画
第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を
審
議

※「ワーケーション」とは？
　ワークとバケーションを組み合わせた造語で観光地やリゾート地で働く過ごし方。



令和４年２月15日発行　第67号

（4）むらかみ市議会だより

一

般

質

問
⑴

11　人が
一般質問

1 5 ペ
ー
ジ姫路　敏議員

１．衆議院議員総選挙の投票率につい
て

２．保育園運営について
３．村上市の公共交通と過疎対策につ

いて

6 7 ペ
ー
ジ菅井晋一議員

１．有害鳥獣対策について
２．行政組織について
３．移住・定住対策について

11 10ペ
ー
ジ本間善和議員

１．イノシシ捕獲後の処理問題につい
て

２．山北ゆり花温泉・交流の館「八
幡」について

３．山北地区の公共交通について
４．山北分署の救急体制について

2 5 ペ
ー
ジ上村正朗議員

１．生活保護制度について
２．要支援世帯に係る除雪体制につい

て
３．洋上風力発電事業について

8 8 ペ
ー
ジ長谷川孝議員

１．持続するまちの実現について
２．原油価格高騰による一次産業への

支援策について

9 9 ペ
ー
ジ富樫雅男議員

１．海釣り場の整備について
２．ふるさと納税について
３．地域コミュニティづくりの推進に

ついて

5 7 ペ
ー
ジ稲葉久美子議員

１．新型コロナウイルス感染症対策と
ワクチン接種について

２．未就学児の国民健康保険税軽減に
ついて

３．要支援者への除排雪支援について
４．CO2削減対策について

10 9 ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．旧香藝の郷美術館の利活用につい
て

２．人口減少問題について
３．村上市営の温泉施設について
４．荒川総合体育館の改修について

市政を問う!!
　12月２日・３日・６日の３日間の日程で行われた一般質
問に11人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順に掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載してい
ます。

※�紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書館
に備え付けの会議録や、市ホームページから本会議の録画中継をご覧く
ださい。

3 6 ペ
ー
ジ渡辺　昌議員

１．イノシシ被害の現状と今後の対策
について

２．加齢性難聴者の現状と対策につい
て

4 6 ペ
ー
ジ川村敏晴議員

１．災害時の効果的な避難体制と情報
発信について

２．指定管理者制度の在り方について

7 8 ペ
ー
ジ木村貞雄議員

１．屋内遊び場について
２．環境に優しいエネルギーについて

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教育
長など市当局に対し、広く市政に
ついて質問をしたりあるいは報告、
説明を求めたりするものです。
　定例会ごとに行われ、質問順は
抽選で決定しています。

定例会一般質問事項
http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/gikai-info-ippanshitsumon.html
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一

般

質

問
⑵

ジャスプラで期日前投票を

生
活
保
護
実
施
体
制
の
充
実
を

問 

令
和
３
年
10
月
31
日
投
開

票
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
小
選

挙
区
に
お
け
る
投
票
率
は
68
・

21
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
４
月
に

実
施
さ
れ
た
村
上
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
59
・
76
％
よ
り
も
、

８
・
45
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
が
、

そ
の
要
因
は
。

答 

昨
年
の
村
上
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
は
、
日
本
国
内
に

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が

蔓
延
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、

感
染
症
に
対
す
る
市
民
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
に
、
投

票
率
が
低
下
し
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
回
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
い
て
は
、
全
国
的

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
沈
静
化
す
る
中
、
本

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
65
歳
以
上
で
約
93
％
、

65
歳
未
満
で
約
65
％
と
、
有
権

問 

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答 

生
活
保
護
申
請
の
動
向
を
見
極
め
、

適
正
な
職
員
配
置
に
努
め
た
い
。

問 

生
活
保
護
業
務
の
電
算
化
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

答 

業
務
を
効
率
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
た
い
。

問 

職
員
の
専
門
性
向
上
へ
の
方
策
は
。

答 

研
修
会
や
講
演
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら

専
門
職
と
し
て
社
会
福
祉
（
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
）
職
を
採
用
す
る
の
で
、
福
祉
職
と

し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
や
専
門
性
を
明
ら

か
に
し
、
経
験
年
数
や
階
層
に
応
じ
た
研

者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
が
、

市
民
の
投
票
行
動
に
現
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

問 

期
日
前
投
票
が
昨
年
１
万
７
０
１
人

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
１
万
４
１
６
９
人

と
３
４
６
８
人
増
加
し
た
。
今
後
の
選
挙

に
お
い
て
は
、
期
日
前
投
票
の
在
り
方
が

投
票
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

そ
こ
で
新
発
田
市
で
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を

利
用
し
た
期
日
前
投
票
所
が
選
挙
期
間
中

５
日
間
で
は
あ
っ
た
が
開
設
さ
れ
た
。
新

発
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
と
、
多

く
の
市
民
が
期
日
前
投
票
に
訪
れ
た
と
話

し
て
い
る
。
昨
年
も
提
案
し
た
が
、
本
市

で
も
ジ
ャ
ス
プ
ラ
と
協
力
を
し
て
、
期
日

前
投
票
所
を
開
設
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
。

答 

前
向
き
に
検
討
す
る
。

修
や
職
場
で
の
実
践
を
通
じ
て
業
務
知
識

を
身
に
付
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
活
用
し
た
人
材

育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

生
活
保
護
の
申
請
が
国
民
の
権
利
で

あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

答 

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用

の
他
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
周
知
し

て
い
き
た
い
。

問 

要
支
援
世
帯
に
係
る
除
雪
に
つ
い
て

は
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答 

身
近
な
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
市
内
全
域
に
広
が
る
よ

う
、
自
治
会
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問 

洋
上
風
力
発
電
事
業
へ
の
市
民
の
多

様
な
思
い
や
意
見
を
把
握
し
、
法
定
協
議

会
の
場
等
に
反
映
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答 

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
や
漁
業
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
調
査
や
検

証
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
く
。

投票率アップが期待される期日前投票所

専門性の向上に向け継続した取り組みが必要

姫路　敏議員

上村正朗議員
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防災活用のＦＭ局設置を

問 
超
高
齢
社
会
と
な
り
、
加
齢
性
難
聴

者
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
で
は
、
身
体
障
が
い
者
に
該
当

し
な
い
軽
度
や
中
度
の
難
聴
の
方
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
学
会
の
難

聴
率
の
推
計
を
参
考
に
す
る
と
、
本
市
で

は
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
１
８
０
０
人
、

75
歳
以
上
が
４
８
０
０
人
で
、
合
わ
せ
て

６
６
０
０
人
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。

問 

本
市
議
会
で
は
、
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
し
、
国
に

提
出
し
て
い
る
。
市
に
お
い
て
も
、
国
や

県
に
対
し
、
同
制
度
の
創
設
を
強
く
働
き

か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情

報
発
信
の
た
め
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
採
用
し
、
空
き
家
を

利
用
し
た
地
域
Ｆ
Ｍ
局
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
有
事

の
際
に
は
地
域
防
災
の
重
要
情

報
発
信
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

災
害
時
の
効
果
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
の
仕
方
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
の
出
資
を

募
り
な
が
ら
ロ
ー
カ
ル
局
が
備

わ
る
こ
と
は
本
市
の
強
み
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
集
落
支
援
員
、

ま
ち
づ
く
り
団
体
等
が
垣
根
な

く
集
ま
り
、
地
域
の
身
近
な
情

報
を
発
信
で
き
、
空
き
家
の
利

活
用
に
も
な
る
。
課
題
や
収
益

を
上
げ
ら
れ
る
仕
組
み
等
を
含

め
て
、
検
証
し
て
い
く
。

問 

朝
日
き
れ
い
館
な
ど
収
益

が
上
が
ら
な
い
施
設
の
指
定
管

答 

加
齢
性
難
聴
者
も
含
め
た
、
軽
・
中

等
度
難
聴
者
へ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

新
潟
県
市
長
会
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、

県
や
国
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問 

県
内
で
は
す
で
に
５
つ
の
自
治
体
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
程
度
の
難
聴
の
方
に
対
し
、
補
聴
器
購

入
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
化
率

の
極
め
て
高
い
本
市
で
は
、
難
聴
に
よ
り

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
方
の
割
合
も

高
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
聴
器
購

入
費
を
助
成
す
る
制
度
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答 

補
聴
器
は
認
知
症
や
う
つ
病
の
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
す
る
見
解
や
、
生
活
の

質
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
軽
・
中
等
度
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
制
度

設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

理
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。答 

収
益
の
上
が
ら
な
い
施
設
に
つ
い
て

の
問
題
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

事
業
者
が
持
続
可
能
な
運
営
を
し
て
い
け

る
よ
う
な
仕
組
み
の
指
定
管
理
者
制
度
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

問 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
職

員
が
、
生
活
面
で
将
来
展
望
が
開
け
ず
退

職
す
る
傾
向
が
あ
る
現
状
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答 

生
涯
の
職
と
し
て
選
択
さ
れ
る
た
め

に
は
、
所
得
が
増
え
て
生
活
が
成
り
立
つ

環
境
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
中
で
の

話
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
根
本
的
に

見
直
さ
な
い
と
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

渡辺　昌議員

川村敏晴議員

市内の眼鏡店で販売されている補聴器の一例

老朽化が進む朝日きれい館

補
聴
器
購
入
へ
助
成
制
度
を

一

般

質

問
⑶
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国保税の減額対象拡大を
問 

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学

児
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割

額
の
２
分
の
１
が
、
公
費
負
担

と
な
る
が
対
象
世
帯
数
は
。
ま

た
、
18
歳
ま
で
拡
大
し
た
場
合

は
ど
う
か
。

答 

12
月
１
日
現
在
、
対
象
世

帯
数
は
１
１
２
世
帯
で
、
人
数

は
１
４
３
人
で
あ
る
。
18
歳
ま

で
に
拡
大
し
た
場
合
の
対
象
世

帯
数
は
３
５
５
世
帯
で
、
人
数

は
５
９
４
人
で
あ
る
。

問 

国
民
健
康
保
険
税
均
等
割

額
の
減
額
を
、
18
歳
ま
で
に
拡

大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

４
年
度
か
ら
第
３
次
村
上

市
総
合
計
画
が
開
始
と
な
る
が
、

子
育
て
支
援
を
メ
イ
ン
に
掲
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

重
要
な
視
点
な
の
で
検
討
し
て

い
く
。

問 

Ｃ
O
２
削
減
対
策
で
、
ご

み
袋
の
有
料
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

問 

過
去
３
カ
年
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数
は
。

答 

令
和
元
年
は
９
頭
、
２
年
は
82
頭
、

３
年
は
11
月
20
日
現
在
で
88
頭
で
あ
る
。

問 

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
に
は
大
変
苦
慮
し
て
い
る
が
、
捕

獲
助
成
金
は
、
サ
ル
よ
り
も
低
く
１
頭
当

た
り
７
千
円
で
あ
る
。
大
幅
な
増
額
は
で

き
な
い
か
。

答 

捕
獲
頭
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
埋

設
処
分
に
係
る
捕
獲
従
事
者
の
負
担
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
捕
獲
活
動
経

費
の
上
乗
せ
は
、
捕
獲
意
欲
の
向
上
や
啓

発
に
つ
な
が
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
国

の
交
付
金
等
を
活
用
し
た
捕
獲
個
体
の
処

分
に
係
る
支
援
と
併
せ
、
補
助
制
度
の
創

の
た
め
に
分
別
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
る

の
か
。

答 

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
資
源
ご
み

の
分
別
収
集
の
取
り
組
み
や
人
口
減
少
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
今
後
も
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化

を
推
進
し
、
焼
却
処
理
量
の
減
少
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
努
め
て
い
く
。

問 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
へ
の
取
り

組
み
は
。

答 

耕
作
不
能
な
農
地
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
は
、
荒
廃
農
地
の
利
活
用

と
し
て
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

ニ
ー
ズ
や
採
算
性
な
ど
の
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
設
置
可

能
な
公
共
施
設
等
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

設
な
ど
研
究
を
進
め
る
。

問 

イ
ノ
シ
シ
被
害
へ
の
重
点
対
策
は
。

答 

電
気
柵
設
置
等
に
よ
る
「
防
除
」、

集
落
環
境
診
断
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

な
ど
の
「
環
境
整
備
」、
く
く
り
罠
な
ど

に
よ
る
「
捕
獲
」
を
重
点
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
山
と
ほ
場
と
の
緩
衝
帯
の

整
備
も
非
常
に
有
効
で
あ
り
、国
の
森
林
・

山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
を
活

用
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
。

問 

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
手
法
も

大
き
な
課
題
で
、
ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
地
域

資
源
に
し
よ
う
と
食
肉
加
工
事
業
の
研
究

会
を
立
ち
上
げ
た
。
激
増
す
る
イ
ノ
シ
シ

の
処
理
に
は
埋
設
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

が
対
策
は
。

答 

ジ
ビ
エ
と
し
て
の
活
用
事
業
化
の
研

究
と
と
も
に
、
今
後
は
市
内
の
既
設
の
公

共
施
設
で
の
焼
却
な
ど
も
含
め
検
討
す
る
。

稲葉久美子議員

捕
獲
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
資
源
に

菅井晋一議員

休耕地へ太陽光発電パネル設置を

ジビエ肉の加工処理施設先進事例（糸魚川市） を視察

一

般

質

問
⑷
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一

般

質

問
⑸

持続するまちに向けて

問 
今
年
度
の
施
政
方
針
に
、
市
民
か
ら

要
望
の
大
き
い
、
屋
内
で
親
子
が
遊
べ
る

施
設
を
、
旧
神
納
東
小
学
校
に
設
置
す
る

準
備
を
進
め
る
と
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答 

本
年
10
月
１
日
に
、
児
童
福
祉
施
設

と
し
て
建
築
基
準
法
に
お
け
る
用
途
変
更

の
許
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在

は
、
遊
具
の
選
定
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
４
年
４
月
１
日
の
開
設
に
向
け
作
業

を
進
め
て
い
る
。

問 

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
遊

具
の
設
置
に
支
障
は
な
い
か
。

答 

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
支
障
を
来

た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
可
動
型
の
遊
具
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問 

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
る

第
３
次
村
上
市
総
合
計
画
で
は
、

あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
ま
ち
村
上
を

将
来
像
と
し
、
全
て
の
人
が
幸

せ
に
暮
ら
す
ま
ち
・
幸
せ
や
元

気
が
沸
き
立
つ
よ
う
に
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
と
あ
る
。
持

続
す
る
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
、

人
々
の
つ
な
が
り
に
よ
る
地
域

の
小
さ
な
経
済
の
形
成
、
そ
れ

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
提
案

す
る
。

　
里
山
の
再
生
に
よ
る
太
陽
光

発
電
の
設
置
・
そ
の
収
益
を
活

用
し
た
地
域
の
仕
事
づ
く
り
を

通
し
て
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
た
先

進
事
例
も
あ
る
。

　
道
の
駅
朝
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
契
機
に
商
品
１
点
に
つ
き
１

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
森

林
整
備
の
原
資
に
充
て
、
道
の

問 

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
は
行
っ
て

い
る
か
。

答 
遊
具
の
選
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
子
育

て
支
援
事
業
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
進
め
て

い
る
。
な
お
、
単
年
度
で
整
備
を
終
え
る

も
の
で
は
な
く
、
屋
内
遊
び
場
を
開
設
後
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
が
ら
、

利
用
し
や
す
い
屋
内
遊
び
場
と
し
て
、
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問 

維
持
管
理
の
方
法
は
。

答 

ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
年
度
は
直
営
で

運
営
し
て
い
く
が
、
窓
口
業
務
や
清
掃
業

務
な
ど
一
部
の
業
務
は
、
民
間
へ
委
託
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
翌
年
度
以
降

は
、
校
舎
棟
の
有
効
利
用
と
合
わ
せ
、
よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が

る
よ
う
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

駅
運
営
か
ら
生
じ
る
電
力
使
用
量
等
に
伴

う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
相
殺
す
る
試
み
も
必

要
で
あ
る
。
将
来
は
き
れ
い
館
・
ま
ほ
ろ

ば
温
泉
を
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
地
域
産
材

の
活
用
も
含
め
た
林
業
の
新
し
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
形
成
と
、
本
市
の
脱
炭
素
社

会
の
推
進
に
向
け
た
情
報
発
信
地
に
で
き

な
い
か
。

答 

非
常
に
良
い
発
想
だ
と
思
う
。
紹
介

い
た
だ
い
た
長
野
県
で
の
太
陽
光
発
電
の

初
期
投
資
が
１
３
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

年
間
収
益
が
１
６
０
万
円
で
あ
り
、
10
年

経
過
を
す
れ
ば
投
資
額
を
超
え
る
。
こ
う

い
っ
た
可
視
化
で
き
る
目
標
を
立
て
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
道
の
駅
朝
日
に
つ
い

て
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
そ
の
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

木村貞雄議員

長谷川孝議員

屋内でも充実した遊び場を

リニューアルを契機に持続するまちの情報発信を

利
用
し
や
す
い
屋
内
遊
び
場
を
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一

般

質

問
⑹

ふるさと納税の拡充を
問 

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
村
上

応
援
寄
附
金
は
約
３
億
５
千
万

円
の
実
績
だ
っ
た
が
、
今
年
度

の
見
込
み
額
は
。

答 

約
４
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。問 

県
内
他
市
の
実
績
を
確
認

す
る
と
、
胎
内
市
が
昨
年
度
は

12
億
円
で
、
２
年
で
20
倍
と
大

幅
に
増
え
て
い
る
が
、
理
由
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答 

把
握
し
て
い
な
い
。

問 

寄
附
金
の
使
い
方
の
希
望

は
、
こ
の
２
～
３
年
で
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
を
希
望
す
る
人
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答 

人
口
減
少
社
会
で
先
行
き

が
な
か
な
か
見
通
せ
な
い
中
で
、

国
民
の
意
識
と
し
て
、
将
来
を

担
う
人
材
を
育
て
て
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い

問 

文
化
庁
の
日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
」
に
出
雲
崎
町
が
追
加
認

定
さ
れ
た
が
、
本
市
も
荒
川
地
区
の
海
老

江
、
神
林
地
区
の
塩
谷
、
村
上
地
区
の
瀬

波
も
北
前
船
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
旧
香
藝
の
郷
美
術
館
を
北
前
船
資
料

館
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答 

本
市
に
は
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し

て
栄
え
た
港
町
の
歴
史
が
あ
り
、
当
時
を

し
の
ば
せ
る
建
造
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

が
あ
る
。
北
前
船
に
関
す
る
資
料
は
、
ほ

と
ん
ど
が
個
人
の
所
有
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
貴
重
な
資
料
を
お
借
り
し
、

施
設
に
展
示
す
る
企
画
展
を
催
す
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
と
分
析
し
て
い
る
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の
担
当
課
が
行

政
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、
企
画
財
政
課

か
ら
観
光
課
に
移
さ
れ
る
予
定
だ
が
理
由

を
伺
う
。

答 

観
光
課
は
、
返
礼
品
の
担
い
手
で
あ

る
越
後
村
上
物
産
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ

り
、
関
係
・
交
流
人
口
の
拠
点
と
な
る
道

の
駅
朝
日
の
所
管
課
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
に
考
え
て
決
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

問 

海
釣
り
場
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

現
在
は
市
内
の
県
管
理
、
市
管
理
漁

港
施
設
で
釣
り
が
許
可
さ
れ
て
い
る
場
所

は
な
い
が
、
漁
業
者
と
釣
り
客
が
共
存
で

き
な
い
か
検
討
し
て
お
り
、
ま
ず
は
岩
船

港
で
の
実
証
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

年
齢
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
方
へ
支
援
金
を
給
付
し
、
本
市
へ
の
移

住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
村
上

市
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
支
援
金
の
成
果
は
。

答 

令
和
３
年
11
月
30
日
現
在
の
移
住
者

の
内
訳
は
、
10
歳
代
未
満
３
人
、
20
歳
代

６
人
、
30
歳
代
２
人
、
40
歳
代
２
人
、
50

歳
代
１
人
の
計
14
人
で
あ
り
、
年
代
層
か

ら
見
て
も
若
年
層
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進

に
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問 

村
上
市
営
の
温
泉
施
設
の
料
金
が
異

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答 

施
設
ご
と
の
目
的
や
規
模
、
利
用
形

態
が
異
な
る
た
め
、
同
一
の
料
金
設
定
と

な
っ
て
い
な
い
。

問 

荒
川
総
合
体
育
館
の
改
修
は
。

答 

耐
震
補
強
工
事
と
合
わ
せ
、
老
朽
化

等
に
対
応
す
る
改
修
も
考
え
て
い
る
た
め
、

来
年
度
に
は
、
関
係
団
体
等
と
の
事
業
化

に
向
け
た
調
整
協
議
を
進
め
た
い
。

富樫雅男議員

北
前
船
資
料
館
と
し
て
活
用
を

山田　勉議員

公共釣り場として期待の岩船港

村上市の文化財に指定されている船絵馬（八坂神社）
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一

般

質

問
⑺

問 
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
活
動
支
援
と
し
て
、

１
頭
当
た
り
７
千
円
を
支
給
し
て
い
る
が
、

捕
獲
資
材
の
購
入
費
等
を
考
慮
し
、
増
額

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

対
策
に
当
た
る
方
の
コ
ス
ト
面
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

問 

捕
獲
後
の
処
理
方
法
の
把
握
は
。

答 

市
に
提
出
さ
れ
る
捕
獲
報
告
書
に
よ

り
、
処
理
方
法
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
記

載
項
目
を
設
け
る
対
応
を
し
た
い
。

問 

捕
獲
後
の
焼
却
処
理
に
つ
い
て
、
市

で
検
討
で
き
な
い
か
。

答 

ジ
ビ
エ
事
業
と
し
て
の
在
り
方
や
、

全
て
焼
却
処
理
に
な
る
の
か
な
ど
を
含
め

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問 

山
北
地
区
に
お
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
廃
業
と
な
り
、
路
線
バ
ス
や
鉄

道
が
な
い
集
落
住
民
の
生
活
の
足
を
確
保

す
る
こ
と
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
公
共
交
通
計
画
を
検
討
中
だ
と
思

う
が
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

答 

山
北
地
域
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
住
民
混
乗
事
業
の
実

証
運
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
対
象
と
な
る
さ
ん
ぽ
く
小
学
校
お
よ

び
山
北
中
学
校
の
保
護
者
へ
の
説
明
や
区

長
会
、
対
象
集
落
へ
の
説
明
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
既
存
の
交
通
資
源
の
有
効
活
用
も
含

め
た
、
地
域
の
地
理
的
特
性
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
効
果
的
な
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

や
交
通
事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
る
と
と

も
に
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
く
。

本間善和議員

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
者
へ
の
支
援
は

くくり罠で捕獲されたイノシシ

行政視察受け入れ状況
　村上市議会では他議会からの行政視察の受け入れを行っており、令和３年中は次のとおりでした。

月　日 議　　会 視　察　内　容

11月16日 北海道音更町議会 村上市スケートパークについて

11月17日 東京都荒川区議会 自治体間連携による脱炭素への取り組みについて

12月21日 東京都北区議会 村上市スケートパークについて

議会中継は
パソコン・スマートフォンで
　村上市議会では、インターネットで議会中継の動画配信を行っていま
す。
　本会議当日は生中継、録画中継は、本会議終了後概ね５日後（土、日
曜日、祝日を除く）からご覧いただくことができます。
　ご家庭などでお気軽にご覧ください。

村上市 議会中継
https://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/gikai-chukei.html
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

委
員
会
の
審
査
報
告

委
員
会
の
審
査
報
告
◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
小
杉
武
仁　

○
河
村
幸
雄

　

渡
辺　

昌　
　

木
村
貞
雄

　

本
間
善
和　
　

髙
田　

晃

　

佐
藤
重
陽

総
務
文
教

総
務
文
教

◆
村
上
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て問 

行
政
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、

企
画
戦
略
課
が
設
置
さ
れ
る
が
、

国
の
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
対
応
す
る

た
め
の
業
務
内
容
は
。

答 

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
方
針
を
作
成
中

で
あ
り
、
国
の
標
準
化
の
方
針
に

よ
り
、
17
業
務
を
令
和
7
年
度
ま

で
に
進
め
る
。
そ
れ
に
伴
う
オ
ン

ラ
イ
ン
化
や
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
技
術
革
新
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
進
め

る
。問 

本
庁
の
自
治
振
興
課
が
廃
止

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
同
課
が
担

当
し
て
き
た
業
務
は
、
今
後
ど
の

課
が
行
う
の
か
。

答 

公
共
交
通
は
企
画
部
門
と
切

重
伝
建
地
区
の
選
定
に
向
け
て

り
離
せ
な
い
の
で
企
画
戦
略
課
へ
。

空
き
家
対
策
業
務
に
関
し
て
は
自

治
振
興
室
そ
の
も
の
を
市
民
課
へ

移
す
こ
と
で
一
体
的
に
で
き
る
と

捉
え
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
つ
い
て
も
自
治
振
興
室
の
所

管
で
あ
る
が
、
総
合
的
に
判
断
し
、

市
民
課
の
所
管
と
し
た
。

◆
村
上
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

問 

行
政
職
給
料
表
に
「
政
策
監

の
職
務
」
を
加
え
る
改
正
で
あ
る

が
、
他
自
治
体
で
は
副
市
長
と
し

て
の
起
用
も
確
認
で
き
る
。
政
策

監
は
市
長
・
副
市
長
の
補
佐
役
と

い
う
考
え
方
で
い
い
の
か
。

答 

市
長
、
副
市
長
の
補
佐
役
と

し
て
政
策
監
を
給
料
表
に
加
え
る

も
の
で
あ
る
。

問 

本
市
に
政
策
監
が
初
め
て
就

任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
機
会

と
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答 

絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

担
当
課
だ
け
で
済
む
仕
事
は
限
ら

れ
て
お
り
、
企
画
立
案
す
る
議
論

を
通
し
て
、
企
画
戦
略
課
と
政
策

監
、
市
長
、
副
市
長
の
ア
イ
デ
ア

を
総
合
し
て
進
め
て
い
く
。
連
携

し
な
が
ら
職
員
に
も
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
。

◆
村
上
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
制
定
に
つ
い
て

問 

都
市
計
画
に
定
め
る
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
し
、
現

状
変
更
の
規
制
な
ど
を
定
め
る
条

問 

保
存
対
策
調
査
で
は
、
以
前

に
実
施
し
た
調
査
を
活
用
で
き
る

と
理
解
し
て
い
る
が
、
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
は
活
用
で
き
る

か
。答 

伝
統
地
区
保
存
活
用
計
画
の

素
材
と
し
て
考
え
て
お
り
、
計
画

策
定
時
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
歳
入
】

・
寄
附
金

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
、

胎
内
市
な
ど
他
自
治
体
の
寄
附
額

が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
対

3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

例
で
あ
る
が
、
指
定
区
域
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
住
民
に

対
す
る
説
明
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

重
伝
建
地
区
（
※
）
に
選
定

さ
れ
る
と
、
建
物
外
観
部
分
に
規

制
が
か
か
る
が
、
改
修
に
つ
い
て

は
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
。
建
物
内
部
に
つ

い
て
は
規
制
さ
れ
な
い
が
、
個
人

の
権
利
に
制
約
を
か
け
る
こ
と
か

ら
慎
重
に
進
め
、
補
助
内
容
を
含

め
て
丁
寧
に
住
民
説
明
を
し
て
い

き
た
い
。

行政組織が見直される村上市（お城山から本庁舎を望む）

す
る
分
析
は
し
て
い
る
の
か
。

答 

返
礼
品
の
中
で
米
の
伸
び
率

が
相
当
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

通
年
で
米
を
送
る
な
ど
の
対
応
も

見
受
け
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
画
像
等
の
工
夫
も
確
認
し
て
い

る
が
、
他
市
の
実
績
も
参
考
に
し
、

今
後
本
市
で
も
寄
附
額
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
。

【
歳
出
】

・
教
育
費

問 

山
北
中
学
校
体
育
館
の
水
滴

落
下
対
策
工
事
の
現
状
は
。

答 

学
校
の
大
き
な
行
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
に
な
る
が
、
冬
休
み

期
間
中
に
工
事
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

◆
条
例
制
定　
2
件

◆
条
例
改
正　
1
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　
7
件

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

※�

「
重
伝
建
地
区
」
と
は
？

　

�

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
略

語
で
、
城
下
町
や
宿
場
町
な
ど
の
歴
史

的
な
町
並
み
を
保
存
す
る
た
め
に
市
町

村
が
決
定
し
た
地
区
の
中
か
ら
、
文
部

科
学
大
臣
が
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値

が
高
い
と
判
断
し
た
地
区
。

3
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
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◎
長
谷
川
孝　

○
鈴
木
一
之

　

鈴
木
好
彦　
　

上
村
正
朗

　

富
樫
雅
男　
　

稲
葉
久
美
子

　

鈴
木
い
せ
子

市
民
厚
生

市
民
厚
生

◆
村
上
市
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問 

こ
の
時
期
に
条
例
制
定
と

な
っ
た
理
由
は
。

答 

令
和
３
年
４
月
１
日
に
特
別

措
置
法
の
改
正
が
あ
っ
た
が
、
事

務
の
始
点
が
延
び
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
に
相
談
等
は
な
か
っ
た
が
、

早
急
に
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問 

一
定
の
条
件
に
該
当
し
た
方

に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

を
定
め
た
も
の
だ
が
、
農
業
施
設

等
の
車
庫
を
建
設
し
た
場
合
も
該

当
す
る
の
か
。

答 

農
林
水
産
物
等
販
売
業
で
あ

れ
ば
、
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
該

当
す
る
。

◆
村
上
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

問 

出
産
費
用
が
平
均
で
49
万
円

く
ら
い
掛
か
る
と
思
う
が
、
現
行

の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
総
額

42
万
円
と
比
較
す
る
と
７
万
円
く

ら
い
の
差
が
あ
る
。
今
回
の
改
正

で
は
、
出
産
育
児
一
時
金
を
４
千

円
増
額
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
生

活
が
苦
し
く
支
払
い
に
苦
労
し
て

い
る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
の

で
、
今
後
、
出
産
育
児
一
時
金
と

出
産
費
用
の
格
差
を
縮
め
る
検
討

は
で
き
な
い
か
。

答 
２
年
度
の
支
給
実
績
14
件
の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
き
わ
な

み
荘
」、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
新
き
わ
な
み
荘
」、
さ

わ
ら
び
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
長
津
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
り
花
荘
」）

問 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
山
辺
里
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
は
、

事
業
者
へ
建
物
譲
渡
に
よ
る
民
営

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

い
つ
頃
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
か
。

答 

５
年
間
の
指
定
管
理
期
間
内

に
答
え
が
出
せ
る
よ
う
に
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

３
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

【
歳
出
】

・
民
生
費

問 

大
雨
の
影
響
で
第
二
保
育
園

の
入
口
が
水
浸
し
に
な
っ
た
が
、

具
体
的
な
改
善
策
は
。

答 

排
水
路
に
詰
ま
っ
た
土
砂
の

除
去
を
考
え
て
い
る
。
修
繕
料
の

補
正
予
算
可
決
後
、
今
年
度
中
に

工
事
を
発
注
し
た
い
。

問 

保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
具
体
的
な
取

う
ち
８
件
が
、
出
産
育
児
一
時
金

の
42
万
円
を
超
え
て
い
る
。
市
独

自
の
給
付
と
な
る
と
、
税
額
に
反

映
す
る
制
度
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、

国
の
改
正
政
令
に
基
づ
き
条
例
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
県

で
保
険
料
率
の
統
一
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
県
全
体
の
中
で
検

討
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
市
と
し
て
も
研
究

し
て
い
く
。

◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
山
辺
里
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ

り
組
み
は
あ
る
の
か
。

答 

市
長
か
ら
採
用
計
画
を
あ
ら

た
め
て
立
て
、
保
育
士
不
足
を
解

消
し
て
い
く
よ
う
に
指
示
が
あ
っ

た
。
特
に
未
満
児
保
育
の
待
機
児

童
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。問 

生
活
保
護
世
帯
が
２
年
度
よ

り
10
世
帯
増
え
、
４
９
０
世
帯
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
高
齢
者
の

低
年
金
に
よ
り
生
活
保
護
受
給
者

が
増
え
て
い
く
よ
う
に
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

着
実
な
保
育
士
採
用
計
画

答 

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
の
貸
付
金

が
終
了
す
る
と
、
貸
付
金
制
度
で

耐
え
忍
ん
で
き
た
方
の
生
活
保
護

申
請
が
短
期
的
に
増
え
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
中
長
期
的
に
年
金
の

み
で
生
活
す
る
高
齢
者
が
増
加
す

る
こ
と
に
伴
い
、
生
活
保
護
申
請

が
増
え
る
か
に
つ
い
て
は
予
測
が

し
に
く
い
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

３
年
８
月
に
制
度
改
正
が
あ

り
、
負
担
限
度
額
の
認
定
要
件
が

変
更
に
な
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
。

答 

要
件
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

負
担
限
度
額
の
認
定
者
数
は
、
20

人
程
度
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
負
担
限
度
額
認
定
に
伴
う
特

定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ

い
て
も
、
８
月
以
降
減
少
し
て
お

り
、
昨
年
度
の
月
平
均
と
比
較
す

る
と
、
市
の
支
出
は
月
１
０
０
万

円
程
度
減
っ
て
い
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

３
年
度　
特
別
会
計
決
算

第二保育園（庄内町地内）
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老朽化が進んでいる桃崎人道橋（藤沢地内）

◎
川
崎
健
二　

○
川
村
敏
晴

　

姫
路　

敏　
　

山
田　

勉

　

大
滝
国
吉　
　

菅
井
晋
一

　

尾
形
修
平

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
桃
崎
人
道
橋
補
修
工
事
委
託
に

関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

問 

昭
和
47
年
に
建
設
さ
れ
た
桃

崎
人
道
橋
の
老
朽
化
に
よ
る
補
修

工
事
で
あ
る
が
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
の
人
数
は
。

答 

令
和
元
年
６
月
５
日
の
午
前

６
時
～
８
時
30
分
ま
で
の
朝
の
通

勤
、
通
学
時
間
帯
に
歩
行
者
の
通

行
量
調
査
を
実
施
し
た
結
果
は
76

人
で
あ
る
。
日
中
や
帰
宅
時
間
帯

の
利
用
者
を
想
定
し
１
５
０
～
２

０
０
人
が
利
用
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

工
事
費
概
算
額
調
書
は
Ｊ
Ｒ

で
積
算
し
た
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、

第
三
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み

は
あ
る
か
。

答 

国
と
Ｊ
Ｒ
各
社
に
は
、
公
共

事
業
に
お
け
る
鉄
道
委
託
工
事
を

行
う
場
合
の
透
明
性
の
確
保
に
つ

い
て
の
申
し
合
わ
せ
が
あ
る
。
そ

の
中
で
、
鉄
道
工
事
に
係
る
国
土

交
通
省
と
鉄
道
事
業
者
と
の
調
整

会
議
が
設
け
ら
れ
、
積
算
の
基
準

や
Ｊ
Ｒ
側
の
工
事
の
発
注
方
式
な

ど
が
調
整
会
議
の
議
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
透
明

性
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

問 

工
事
に
関
し
て
の
瑕
疵
担
保

責
任
は
ど
の
よ
う
な
契
約
に
な
っ

て
い
る
か
。

答 

協
定
書
に
は
う
た
っ
て
い
な

い
が
、
工
事
を
委
託
す
る
と
い
う

こ
と
は
管
理
も
含
め
、
瑕
疵
担
保

責
任
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
側
に
あ

理
由
は
。

答 

イ
ヨ
ボ
ヤ
の
里
開
発
公
社
は
、

市
が
出
資
し
た
法
人
で
あ
る
た
め
、

市
の
一
般
職
に
準
じ
た
給
料
表
を

使
っ
て
い
る
。
定
期
昇
給
分
も
見

込
ん
で
い
る
た
め
、
年
々
上
昇
す

る
形
と
な
っ
て
い
る
。

問 

指
定
期
間
が
５
年
間
で
あ
る

が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
中
途
の
契

約
変
更
は
可
能
か
。

答 

契
約
期
間
を
い
っ
た
ん
終
了

し
、
新
た
な
考
え
方
に
基
づ
い
て

契
約
を
仕
直
す
こ
と
な
ど
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

指
定
管
理 

人
件
費
算
定
基
準
は

【
歳
入
】

・
県
支
出
金

問 

経
営
転
換
協
力
金
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
貸
し
付

け
た
農
業
者
が
、
農
業
を
リ
タ
イ

ア
す
る
場
合
な
ど
に
給
付
さ
れ
る

も
の
だ
が
、
件
数
は
。

答 

51
件
で
面
積
は
80
・
96
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
。

問 

貸
し
手
は
い
る
が
、
借
り
手

が
い
な
い
場
合
も
あ
る
と
思
う
が
。

３
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

少
雪
時
に
も
除
雪
業
者
が
人

員
確
保
で
き
る
よ
う
な
手
当
て
の

仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。

答 

県
の
積
算
資
料
を
使
っ
て
お

り
、
ま
っ
た
く
降
ら
な
か
っ
た
と

き
の
た
め
の
待
機
料
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
額
が

保
障
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

問 

消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
は
で
き

な
い
の
か
。

答 

旧
村
上
市
の
海
岸
部
に
つ
い

て
は
、
河
床
が
下
が
っ
た
影
響
な

の
か
塩
水
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、

井
戸
水
を
く
み
上
げ
る
の
が
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
村
上

市
街
地
全
体
で
地
下
水
位
が
下

が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
揚
水

量
が
確
保
で
き
な
い
状
態
の
た
め
、

水
の
出
が
悪
い
と
苦
情
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
消
雪

パ
イ
プ
の
新
設
は
非
常
に
厳
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　
５
件

◆
上
水
道
事
業
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

３
年
度　
事
業
会
計
補
正
予
算

答 

マ
ッ
チ
ン
グ
に
苦
労
す
る
場

所
も
あ
る
が
、
耕
作
放
棄
地
と
な

ら
な
い
よ
う
に
借
り
手
を
探
す
努

力
を
し
て
い
る
。

【
歳
出
】

・
土
木
費

問 

除
雪
費
に
つ
い
て
、
除
雪
業

者
の
撤
退
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高

齢
化
な
ど
で
人
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答 

今
の
と
こ
ろ
、
な
ん
と
か
対

応
し
て
い
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
は
課
題
で
あ
る
。
今
後
は

国
・
県
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

方
法
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
か
な

る
と
考
え
て
い
る
。

◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
イ
ヨ
ボ
ヤ

会
館
、
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
駐
車
場
、

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
公
衆
便
所
、
三

面
川
休
憩
所
、
村
上
市
鮭
公

園
））

問 

市
が
積
算
し
た
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
人
件
費
は
５

年
間
同
額
で
あ
る
が
、
イ
ヨ
ボ
ヤ

の
里
開
発
公
社
の
人
件
費
に
つ
い

て
は
、
年
々
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
ど
ち
ら
も
指
定
管
理
で
あ

る
が
、
取
り
扱
い
に
違
い
が
あ
る
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議
決
結
果
⑴

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議員発議
第９号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議第110号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて（伊與部久子 氏：再任）

原案
同意

全会
一致

議第111号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて（渡辺幸雄 氏：再任）

原案
同意

全会
一致

議第112号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて（中山光市 氏：新任）

原案
同意

全会
一致

議第113号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて（片野佐喜子 氏：新任）

原案
同意

全会
一致

議第114号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて（佐藤美喜子 氏：新任）

原案
同意

全会
一致

議第115号 第３次村上市総合計画基本構想の策定について 原案
可決

全会
一致

議第116号 村上市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第117号 村上市常勤の特別職職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第118号
村上市職員の給与に関する条例及び村上市会計
年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第119号 村上市行政組織条例の一部を改正する条例制定
について

原案
可決

全会
一致

議第120号 村上市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第121号 村上市さんぽく会館条例制定について 原案
可決

全会
一致

議第122号 村上市体育施設条例の一部を改正する条例制定
について

原案
可決

全会
一致

議第123号 村上市伝統的建造物群保存地区保存条例制定に
ついて

原案
可決

全会
一致

議第124号 村上市伝統的建造物群保存地区保存活用審議会
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第125号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（村上体育館、村上球場、山辺里グラウンド、
村上市弓道場、山辺里体育館、山辺里第二体
育館、門前谷体育館・グラウンド、上海府体育
館、岩船運動広場、村上多目的グラウンド、三
面川東河川公園）

原案
可決

全会
一致

議第126号
公の施設に係る指定管理者の指定について
（荒川総合体育館、荒川球場、荒川テニスコー
ト、荒川多目的グラウンド、荒川ゲートボール
場、グリーンパークあらかわ総合運動公園）

原案
可決

全会
一致

議第127号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（神林総合体育館、神林球場、神林多目的グラ
ウンド、北新保ゲートボール場、神林プール、
西神納体育館、神納体育館、平林体育館、パル
パーク神林総合運動公園）

原案
可決

全会
一致

議第128号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（朝日総合体育館、朝日球場、朝日多目的グラ
ウンド、朝日ゲートボール場、長津体育館・グ
ラウンド、高根体育館・グラウンド、朝日山村
広場）

原案
可決

全会
一致

議第129号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（山北総合体育館、山北球場、山北テニスコー
ト、山北多目的グラウンド、山北ふるさと広
場、山北ピクニック広場、山北児童遊園広場、
山北サイクリングロード）

原案
可決

全会
一致

議第130号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（村上市郷土資料館、村上市三の丸記念館、重
要文化財若林家住宅及びその敷地、旧成田家住
宅、旧岩間家住宅、旧嵩岡家住宅、旧藤井家住
宅、村上歴史文化館、記念公園）

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第131号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（縄文の里・朝日）

原案
可決

全会
一致

議第132号 村上市過疎地域の持続的発展のための固定資産
税の課税の特例に関する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第133号 村上市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第134号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（山辺里デイサービスセンター、デイサービス
センター「きわなみ荘」、デイサービスセン
ター「新きわなみ荘」、さわらびセンター、デ
イサービス長津、デイサービスセンター「ゆり
花荘」）

原案
可決

全会
一致

議第135号 桃崎人道橋補修工事委託に関する協定の締結に
ついて

原案
可決

全会
一致

議第136号
公の施設に係る指定管理者の指定について
（イヨボヤ会館、イヨボヤ会館駐車場、イヨボ
ヤ会館公衆便所、三面川休憩所、村上市鮭公
園）

原案
可決

全会
一致

議第137号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（神林有機資源リサイクルセンター）

原案
可決

全会
一致

議第138号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（朝日有機センター）

原案
可決

全会
一致

議第139号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（村上市勤労者総合福祉センター）

原案
可決

全会
一致

議第140号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（村上市民ふれあいセンター）

原案
可決

全会
一致

議第141号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（村上市営あらかわゴルフ場）

原案
可決

全会
一致

議第142号 令和３年度村上市一般会計補正予算（第13号） 原案
可決

全会
一致

議第143号 令和３年度村上市土地取得特別会計補正予算
（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第144号 令和３年度村上市情報通信事業特別会計補正予
算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第145号 令和３年度村上市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第146号 令和３年度村上市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第147号 令和３年度村上市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第148号 令和３年度村上市上水道事業会計補正予算（第
２号）

原案
可決

全会
一致

議第149号 令和３年度村上市簡易水道事業会計補正予算
（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第150号 令和３年度村上市下水道事業会計補正予算（第
２号）

原案
可決

全会
一致

議第151号 令和３年度村上市一般会計補正予算（第14号） 原案
可決

全会
一致

議第152号 令和３年度村上市一般会計補正予算（第15号） 原案
可決

全会
一致

議第153号 令和３年度村上市一般会計補正予算（第16号） 原案
可決

全会
一致

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

　３年第４回定例会が、11月30日から12月17日までの18日間の会期で開催され、市長側提案47件、議会側提案
の議員発議１件を議決し、閉会しました。

議案審議結果

令和３年第４回定例会 議決結果令和３年第４回定例会 議決結果
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議
決
結
果
⑵ 意　見　書

◉北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書

　上記の意見書が第４回定例会で可決され、関係行政庁に送付されました。

各議員の賛否　議案審議結果のうち、賛否が分かれた網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

議案番号

鷲ヶ巣会 市声クラブ 清流会 高志会 新政村上 令和新風会 賛否結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※１ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　

成

反　

対

大
滝
国
吉

鈴
木
い
せ
子

河
村
幸
雄

菅
井
晋
一

木
村
貞
雄

姫
路　

敏

山
田　

勉

本
間
善
和

川
崎
健
二

鈴
木
好
彦

三
田
敏
秋

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

鈴
木
一
之

長
谷
川
孝

佐
藤
重
陽

川
村
敏
晴

髙
田　

晃

渡
辺　

昌

稲
葉
久
美
子

富
樫
雅
男

上
村
正
朗

議第118号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 17 4

※１　議長は地方自治法第１１６条第２項の規定により表決に参加していません。

中
な か

山
や ま

光
こ う

市
い ち

 氏（村上地区・新任）

伊
い

與
よ

部
べ

久
ひ さ

子
こ

 氏（神林地区・再任）

片
か た

野
の

佐
さ

喜
き

子
こ

 氏（村上地区・新任）

渡
わ た

辺
な べ

幸
さ ち

雄
お

 氏（山北地区・再任）

佐
さ

藤
と う

美
み

喜
き

子
こ

 氏（村上地区・新任）

人権擁護委員が決まりました人権擁護委員が決まりました
次の方が議会で同意されました。（任期：令和4年4月1日～7年3月31日）

　人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定により、市長の推薦、市議会の同意を経て法務大臣か
ら委嘱されています。法務局と連携して主に次の活動を行っています。
　　・人権相談を受け、問題解決のお手伝いをする。
　　・人権侵害による被害者を救済する。
　　・地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行う。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
２
年
は
中
止
と
し
て
い

た
高
校
生
と
の
懇
談
会
を
１
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
10
月
27
日
、
出
前
講
座
に
よ

り
「
市
議
会
の
役
割
と
し
く
み
」
に
つ
い

て
事
前
学
習
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ア
を
考
え
る
時
間
を
設
け
本
番
に
備

え
ま
し
た
。
当
日
は
、
３
、４
年
生
45
名

と
尾
形
修
平
議
会
運
営
委
員
長
、
髙
田
晃

同
副
委
員
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
有

意
義
な
懇
談
が
で
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
校
長
先
生
か
ら
、
本
懇
談
会
の

趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
事
前
に
通
知

さ
れ
て
い
た
10
項
目
の
質
問
に
つ
い
て
、

尾
形
、
髙
田
議
員
が
回
答
す
る
と
い
う
形

式
で
進
み
ま
し
た
。

　

都
市
開
発
や
公
共
交
通
機
関
の
充
実
な

ど
、
市
政
へ
反
映
で
き
る
良
い
ア
イ
デ
ア

　

高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
日
沿
道
）

の
早
期
開
通
を
推
進
す
る
た
め
、
朝
日
温

海
道
路
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
日
温
海
道
路
相
談
室
に
て

国
土
交
通
省
の
担
当
者
か
ら
工
事
概
要
の

説
明
を
受
け
て
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を

中
心
に
現
場
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

朝
日
温
海
道
路
と
は

　

朝
日
温
海
道
路
は
「
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
Ｉ

Ｃ
」
か
ら
「
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
」
に
至
る

延
長
40
・
８
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、

そ
の
う
ち
新
潟
県
側
は
34
・
１
㎞
の
延
長

が
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
側
に
は
13
本
の
ト

ン
ネ
ル
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
仮
称
「
大

須
戸
第
二
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
山
形
県
境
ま
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
区
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

掘
削
し
た
土
を
盛
土
に
活
用

　
「
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
仮
称
「
大

須
戸
第
二
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
の
区
間
は
、
ト
ン

ネ
ル
等
の
掘
削
土
を
利
用
し
た
盛
土
区
間

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
が
あ
る
程
度
進
ま
な
け
れ
ば
盛
土
の
材

料
が
確
保
で
き
ず
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進

捗
が
今
後
の
工
程
上
大
変
重
要
と
な
り
ま

す
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
生
徒
会
長
か
ら
「
こ
れ
を

機
会
に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
就
職
率
９
割
を
占
め
る
荒
川
高
校
。

「
金
の
卵
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
（
議
会
運
営
委
員
会　

�

副
委
員
長　

髙
田　

晃
）

着
々
と
進
む
ト
ン
ネ
ル
掘
削

　

ト
ン
ネ
ル
は
新
潟
県
側
か
ら
山
形
県
境

に
向
け
て
順
に
１
号
か
ら
13
号
ま
で
番
号

が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
大
須
戸
地

内
の
１
号
ト
ン
ネ
ル
は
昨
年
度
貫
通
し
、

続
く
２
号
ト
ン
ネ
ル
は
、
来
年
度
の
掘
削

に
向
け
て
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
号
ト
ン
ネ
ル
と
11
号
ト
ン
ネ
ル

は
掘
削
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
９
号
ト
ン

ネ
ル
も
着
工
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
整

い
つ
つ
あ
る
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
今
後
も
定
期
的
に
活
動

を
行
い
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け

て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会　

�

副
委
員
長　

大
滝
国
吉
）

高校生との意見交換

掘削が進められている４号トンネルを視察

【
若
者
の
目
線
か
ら
見
た
多
種
多
様
な
意
見
・
要
望
】

・
大
型
商
業
施
設
（
映
画
館
や
娯
楽
施
設
）
開
発
や
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
の
増
加
の
要
望

・
駅
前
開
発
や
街
中
（
大
町
商
店
街
）
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
提
案

・
バ
ス
や
電
車
の
増
便
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望

・
高
齢
者
に
優
し
い
施
設
や
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
提
言

・
無
料
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備

日
沿
道
の
工
事
進
捗

日
沿
道
の
工
事
進
捗

　
11
月
19
日
㈮

　
朝
日
温
海
道
路
工
事
現
場

荒
川
高
校
で
主
権
者
教
育

荒
川
高
校
で
主
権
者
教
育

　
11
月
17
日
㈬

　
県
立
荒
川
高
等
学
校

議
会
の
取
り
組
み
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本
市
を
含
む
広
域
圏
の
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
本
市
と
関

川
村
の
議
員
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ち
づ
く
り
は
転
換
期
に

　

会
の
前
半
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
関
川
村
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

取
り
組
み
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落

支
援
員
の
有
効
性
、
将
来
を
見
据
え
た
分

野
横
断
や
官
民
の
役
割
分
担
等
の
動
向
な

ど
、
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま

ち
協
）
は
活
動
団
体
か
ら
事
業
組
織
と
な

る
た
め
の
転
換
期
に
来
て
お
り
、
事
業
内

容
、
組
織
体
制
、
運
営
資
金
等
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
（
更
新
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

地
域
密
着
型
の
支
援
を
行
う
集
落
支
援
員

の
増
員
・
拡
充
も
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
共
有

　

後
半
で
は
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
議
員
同
士
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ち
協
に
つ
い
て

は
、
行
政
依
存
型
で
は
な
い
組
織
へ
の
体

質
改
善
、
拠
点
の
整
備
が
必
要
と
の
意
見

の
ほ
か
、
事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
フ
ァ

ン
ド
の
活
用
、
事
業
型
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
に
合
併
も
検
討
す
べ
き
と
の
提
案
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
企
業
誘
致
だ

け
で
は
な
く
地
元
企
業
の
振
興
や
育
成
の

重
要
性
や
、
人
口
減
少
・
担
い
手
不
足
を

し
っ
か
り
と
地
域
で
考
え
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
共
有
す

る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
を
発

表
し
て
意
見
交
換
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

渡
辺　

昌
）

グループに分かれ意見交換

―
議
員
の
視
点
で
―

―
議
員
の
視
点
で
―

ま
ち
づ
く
り
推
進
へ
意
見
交
換

ま
ち
づ
く
り
推
進
へ
意
見
交
換

　
12
月
20
日
㈪

　
村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

議
会
の
取
り
組
み

市
議
会

市
議
会  

あ
れ
・
こ
れ

あ
れ
・
こ
れ
⑵

「
村
上
市
議
会
の
手
引
書
」
よ
り

　

村
上
市
議
会
で
は
、
議
会
の
取
り
組
み

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
村

上
市
議
会
の
手
引
書
」
を
作
成
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
も
手
引
書
を
基
に
、
市

議
会
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
議
員
は
何
人
い
る
の
？

　

22
人
で
す
。
議
員
の
人
数
（
定
数
）
は

条
例
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
表
1
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
性
が
20
人
、
女
性
が

2
人
で
す
。
年
代
別
で
は
、
50
代
が
4
人
、

60
代
が
12
人
、
70
代
が
6
人
で
、
40
代
以

下
の
議
員
は
い
ま
せ
ん
。
平
均
年
齢
は
65

歳
で
、
全
国
平
均
の
59
歳
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

●�

議
員
は
報
酬（
給
料
）を
い
く
ら
も
ら
っ

て
い
る
の
？

　

1
カ
月
分
の
報
酬
は
、
表
2
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
、
報
酬
の
ほ
か
に
、
年
2
回

期
末
手
当
（
3
カ
月
相
当
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
議
員
に
も
定
年
や
退
職
金
が
あ
る
の
？

　

定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
議
員
を

辞
め
て
も
退
職
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

議
員
は
、
退
職
後
に
議
員
年
金
を
も
ら

え
る
の
？

　

以
前
に
は
議
員
年
金
制
度
が
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
6
月
に
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。
制
度
廃
止
以
降
に
新
た
に
議
員
と

な
っ
た
人
に
は
議
員
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
職
議
員
の
う
ち
、
平
成
23
年
6
月

1
日
時
点
で
議
員
で
あ
っ
た
人
に
は
、
退

職
一
時
金
ま
た
は
退
職
年
金
の
い
ず
れ
か

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

表1	 議員定数の推移
平成20年4月～ 平成24年4月～ 令和2年4月～

定　数 30人 26人 22人
人口※ 70,019人 66,613人 58,827人

※各年４月１日現在の人口

表2	 各市の議員報酬� （単位：円）
市　名 人　口 議　長 副議長 議　員

村 上 市 58,238人 359,000 295,000 273,000
南魚沼市 55,354人 392,000 322,000 305,000
佐 渡 市 53,049人 347,900 285,100 268,200
十日町市 51,125人 392,000 316,000 300,000

※人口規模が５万人台の市を比較（令和２年12月31日現在）
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閉
会
中
事
務
調
査

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
遠
隔
交
流
事
業
に
よ
り
、
大
学

生
や
地
域
の
外
部
の
方
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
も
進
め
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
良
い
機

会
と
感
じ
ま
し
た
。

村
上
第
一
中
学
校
で
は

　

４
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
を
始
め
、
８
月
か
ら
は
大
型

掲
示
装
置
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

予
習
復
習
の
学
習
の
た
め
、
夏
休

み
か
ら
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
を
実

施
、
不
安
も
あ
っ
た
が
便
利
さ
を

実
感
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

登
校
で
き
な
い
生
徒
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
を
行
っ
た
り
、
合
唱
の

練
習
に
動
画
配
信
を
活
用
し
た
り
、

効
果
は
随
所
に
見
ら
れ
、
現
在
は

「
な
れ
る
」「
つ
な
が
る
」
を
意
識

し
て
指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
に

よ
っ
て
、
児
童
生
徒
に
教
育
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
、
研
修
の
開
催

や
情
報
交
換
を
実
施
す
る
な
ど
、

指
導
や
助
言
を
す
る
機
会
を
増
や

し
て
実
践
研
修
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

福
祉
の
向
上
お
よ
び
関
係
行
政
機

関
の
業
務
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
と
行
政
の
懸
け
橋

と
な
っ
て
活
躍
し
て
お
り
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
社
会
的
使
命
と
、

職
務
の
重
要
性
に
対
し
て
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
懸
案
事
項
で
も

あ
る
欠
員
補
充
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　市議会では定例会中の活動のほか、各委員会が自主的にその委員会が所
管する事務について調査する「所管事務調査」を行っており、定例会が開
かれていない閉会中の調査については、閉会中事務調査とも呼ばれます。
　委員会ごとに調査事項を決めて、市政における課題の把握や、その解決
に向けて調査を行い、市長等の執行機関に対し具体的な政策や施策を提案
するものです。務調査

　

当
委
員
会
で
は
、
村
上
南
小
学

校
と
村
上
第
一
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
現
況
に
つ
い

て
、
活
用
状
況
の
見
学
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

村
上
南
小
学
校
で
は

　

令
和
２
年
度
よ
り
事
業
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
に
併
せ
、
モ
バ
イ
ル

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
設
置
も
完
了
し
ま

し
た
。
職
員
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
研
修
お
よ
び
端
末
を
活
用
し
た

実
習
を
進
め
な
が
ら
、
大
型
掲
示

装
置
も
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、

充
実
し
た
学
習
状
況
を
確
認
で
き

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業

民
生
委
員
の
実
情
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

総
務

文
教

市
民

厚
生

遠
隔
地
を
結
ぶ
交
流
授
業
も

地
域
住
民
と
行
政
の
懸
け
橋

　

当
委
員
会
で
は
、
民
生
委
員
の

実
情
に
つ
い
て
、
福
祉
課
へ
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

選
任
方
法
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び

主
任
児
童
委
員
は
、「
社
会
奉
仕

の
精
神
を
持
っ
て
、
地
域
社
会
の

実
情
に
通
じ
、
福
祉
の
増
進
に
熱

意
が
あ
る
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

方
々
」
で
あ
り
、
区
長
等
か
ら
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
推
薦
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

欠
員
補
充
の
対
応
は

　

現
在
の
欠
員
状
況
と
欠
員
補
充

の
た
め
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
11
月
１
日
現
在
、

村
上
地
区
で
６
人
、
荒
川
地
区
で

４
人
、
神
林
地
区
で
４
人
が
欠
員

と
な
っ
て
お
り
、
欠
員
補
充
に
つ

い
て
は
、
区
長
等
に
連
絡
し
推
薦

者
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
文

書
や
電
話
で
お
願
い
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

活
動
状
況
は

　

民
生
委
員
は
、
低
所
得
者
の
自

立
更
生
へ
の
援
護
、
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
、
児
童
、
母
子
等
の
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閉
会
中
事
務
調
査

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
方
向
性
を

　

建
て
替
え
に
は
膨
大
な
経
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
建
て
替
え
、

既
存
建
物
の
解
体
費
用
、
入
居
者

の
引
っ
越
し
費
用
に
対
し
て
は
2

分
の
1
補
助
が
あ
る
こ
と
を
県
に

確
認
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
行
政
側
に
し
っ

か
り
と
し
た
方
向
性
を
持
ち
、
入

居
者
へ
は
丁
寧
な
説
明
と
理
解
を

得
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

常任委員会の所管事
市民の意見を政策につなげるために

　

当
委
員
会
で
は
、
市
営
中
川
原

住
宅
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
課
へ

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
て
替
え
事
業
の
現
状
は

　

村
上
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
の
中
で
、
建
て
替
え
対
象
団

地
と
判
定
し
、
平
成
28
年
に
入
居

者
の
皆
さ
ん
に
新
規
入
居
募
集
停

止
と
令
和
3
年
度
か
ら
事
業
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
着

手
が
遅
れ
る
中
で
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で
、

建
て
替
え
で
良
い
の
か
と
の
意
見

を
受
け
、
現
在
は
入
居
者
の
皆
さ

ん
に
事
業
停
止
の
お
詫
び
と
住
み

替
え
の
意
向
の
あ
る
方
に
は
、
市

が
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
お
伝
え

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

空
き
家
活
用
の
検
討
も

　

市
内
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
を
公
営

住
宅
と
し
て
、
市
で
借
り
上
げ
る

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
宅

建
協
会
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
市
内
に
多
数
発
生
し
て

い
る
空
き
家
の
活
用
を
検
討
す
べ

常任委員会名 調査日 内　　　　　　　　容

総務文教 10月25日

GIGAスクール構想の現状について 
　説明員：学校教育課
　　　　　村上南小学校、村上第一中学校�〈場所：村上南小学校、村上第一中学校〉

ハザードマップを活用した防災対策の取組について
　説明員：総務課� 〈場所：大月津波避難路、馬下津波避難路〉

市民厚生
10月12日 議第75号公の施設に係る指定管理者の指定について 

　説明員：副市長、環境課、総務課� 〈場所：村上市役所〉

11月8日 民生委員の実態調査について
　説明員：福祉課� 〈場所：村上市役所〉

経済建設

10月25日

指定管理者導入施設の事業内容及び経営状況等について
　出席者：ゆりの会企業組合、とれたて野菜市かみはやし株式会社、株式会社まほろば
　説明員：観光課、神林支所産業建設課 � 〈場所：村上市役所〉
市営中川原住宅の現状と今後について
　説明員：都市計画課� 〈場所：村上市役所〉

11月4日

公益財団法人山北産業振興公社の事業内容及び経営状況等について
　出席者：公益財団法人山北産業振興公社
　説明員：農林水産課、山北支所産業建設課� 〈場所：村上市役所〉
公益財団法人イヨボヤの里開発公社の事業内容及び経営状況等について
　出席者：公益財団法人イヨボヤの里開発公社
　説明員：農林水産課、観光課� 〈場所：村上市役所〉

中
川
原
住
宅
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

経
済

建
設

市
営
中
川
原
住
宅
の
今
後
は



　議会広報特別委員会では、より分かりやすい、読ん
でもらえる「議会だより」を目指し、新潟日報社村上
支局長・杉崎文治氏を講師に研修会を開催しました。
　紙面づくりの基本として、簡素なレイアウトにも写
真やグラフィックを入れながら、写真の向きや位置に
も気配りをする。そして「見出し読者」という言葉が
あるように、記事本文を読まない人も多いため、「読
ませる」見出しづくりに励んでほしいと指導を受けま
した。また、委員会の記事の見出しは、質問者側の問
いではなく、委員会で引き出した「果実」を示すこと
が読者を引き付けることになると、見出しづくりのツ
ボを助言いただきました。

議会だより研修
「読ませる」ツボは？ Ｒ3.11.22

（20）

市
議
会
だ
よ
り

令和４年令和４年
第１回定例会のお知らせ第１回定例会のお知らせ（予定）（予定）

２月８日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

22日㈫ 定例会初日（本会議）

24日㈭ 代表質問（本会議）

28日㈪
３月１日㈫

３日㈭,４日㈮
一般質問（本会議）

７日㈪,８日㈫ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

９日㈬,10日㈭ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

11日㈮,14日㈪ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

17日㈭ 一般会計予算・決算審査特別委員会

23日㈬ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

住民が主役の地域へ
須
す

 貝
がい

 俊
とし

 大
ひろ

 さん（大津）

■自己紹介をお願いします
　村上市大津出身の34歳です。高校卒業後は都内の大
学に進学しましたが、地元の三匹獅子踊りの保存と継
承のため県内で教職に就きました。教員時代は県内各
地におりましたが、転職を機に６年前実家に帰ってき
ました。現在は、郵便局でお客様サービスを行う傍
ら、おらだり育援隊、まちづくり協議会および郷土芸
能団体に所属し、地域コミュニティ活性化の活動を
行っています。
■村上市への思いは
　出身地の大津集落には三匹獅子踊りがあり、そこで
の経験が今の活動の原点になっています。地域の祭り
にはさまざまな年代の人が関わっています。地域の大
人が笛や踊りを「上手だ」「がんばれ」と認めてくれ
たことが嬉しく、「自分の居場所はここで、ここを

守っていきたい」と思うようになりました。おらだり
育援隊やまちづくり協議会の活動も、次の世代にふる
さとの良さ、温かさを感じてもらいたいと思って始め
ました。
■今後の抱負をお聞かせください
　地域を担い次世代にバトンをつなぐには、「子育て
をする親の意識」と「誰もがチャレンジできる体制」
が重要だと考えています。親が「ここはいいところ
だ」と思っていれば、子も地域に愛着を持ちます。子
育てをする親に響く企画に取り組んでいきたいです。
最近は「地域のためにやりたいこと」がある人から相
談を受け、サポートやコーディネートをすることも多
くあります。踏み出すハードルを低くし伴走すること
で、地域のために活躍する当事者を増やしていきたい
と思います。

2022.2.15発
行

第
67号

発
行
／
新
潟
県
村
上
市
議
会

発
行

責
任

者
／
村
上
市
議
会
議
長
　
三
田
敏
秋

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
　
http://www.city.m

urakam
i.lg.jp/site/shigikai/

〒
958-8501	

新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

	
TEL/FAX

  0254-53-3219（
直
通
）

	
メー
ル
アドレ

ス
　
gikai@city.m

urakam
i.lg.jp


